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長期人口推計と人口ビジョン案について 

 

１ 社人研推計に基づく 2065 年までの長期人口推計 

 ⑴ 総人口及び年齢 3区分人口の割合 

  国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠し、2015年から 2065年までの 50年

間の推計を行った結果は以下のとおりです。2040年に高齢者の人数が 33,306人と

なり、最も多くなります。その後は高齢者の人数は減るものの生産年齢人口の減少

スピードが上回り、高齢化率は 2055年がピークとなり、その後減少に転じます。 

  ＊国立社会保障・人口問題研究所の推計とは端数処理等の関係で数値が若干異なります。 
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■年齢３区分別人口構成比 
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⑵ 65 歳以上の方一人を支える人数の変化 

   65歳以上の方一人を 15～64歳までの年齢の方が支える人数の変化は以下のとお

りです。2015年には 2.24人で一人の高齢者を支えていたものが、2030年には 1.76

人となり、2050年が 1.28と最も低い値となります。 

 

■生産年齢人口と老年人口の比較  

 2015年 2030年 2040年 2050年 2060年 2065年 

生産年齢人口 66,250 56,262 46,735 40,228 35,328 32,901 

老年人口 29,562 31,889 33,306 31,395 27,297 25,067 

老年人口を 

生産年齢人口で

支える割合 

2.24 1.76 1.40 1.28 1.29 1.31 

 

⑶ 75 歳以上人口の推移 

    75歳以上の人口と割合については以下のとおりです。2050年に 20,127人と最大

の人数となりますが、割合としては 2060年が最も多く 26.0％となります。 

  2015年 2030年 2040年 2050年 2060年 2065年 

75歳以上人数 13,675 19,563 18,630 20,127 18,170 16,451 

割合（％） 12.4  19.7  20.7  25.1  26.0  25.4  
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２ 本計画の人口ビジョン案について   

 ⑴ 住むなら三島・総合戦略との関係 

    ・総合戦略の期間を 1年延伸し、総合計画と期間を合わせ一体的に取り組む。 

・人口ビジョンを総合計画・総合戦略共通のものとし、総合計画ではその実現に

向けた主なプロジェクトを重点プロジェクトとして位置づける。 

  

 ⑵ 人口ビジョンの設定について 

   将来の人口推計における基本的な条件（変数）として、国の手引きに準じ自然増

減と社会増減を以下のとおり設定します。 

  ①自然増減   

項目 合計特殊出生率 

値 2030 年に 1.77、2045 年に 2.07 とする 

理由 ・合計特殊出生率が 2.07 になると人口が減らないとされている。 

・国の手引きでは 2030 年に 2.07 としているが現実的ではないた

め、2045 年に 2.07 を実現するとし、2045 年までは直線的に推

移するものとする。 

  ②社会増減 

項目 純移動率 

値 ・生産年齢人口（15～64 歳）は 2030 年に人口増加の転換点前の 

1995－2000 年の移動率となり、以後、横ばいに推移 

・それ以外の年齢は 社人研推計と同様とする 

理由 ・国の手引きに準拠し人口増加の転換点前の移動率を目標とする。 

・全年齢を 1995-2000 年の移動率とすると減少数が小さくなる

ため、生産年齢人口以外は社人研推計とした。 

・移住定住の促進や企業誘致など施策とのつながりも分かりやす

くなる。 

・推移目標を第 5 次総合計画の期間に合わせ 2030 年とする。 
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 ■社人研ベースの長期推計との比較 

  

 

 

 ■人口ビジョンの年齢 3 区分別人口及び構成比 
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■65歳以上の方一人を支える人数の変化 

 2015年 2030年 2040年 2050年 2060年 2065年 

人口ビジョン 2.24 1.82 1.51 1.47 1.58 1.64 

社人研ベースの 

長期推計 
2.24 1.76 1.40 1.28 1.29 1.31 

 

■75歳以上人口の推移と割合の変化 

  2015年 2030年 2040年 2050年 2060年 2065年 

人口 

ビジョン 

 

人数 13,675 103,117 18,775 20,591 18,771 17,215 

割合

（％） 
12.4 19.0 19.2 22.3 21.7 20.6 

社人ベース

の長期推計 

人数 13,675 19,563 18,630 20,127 18,170 16,451 

割合

（％） 
12.4  19.7  20.7  25.1  26.0  25.4  

 


